
　最近の上地は、森林など自然が少なくなって
きています。私が考える100年後の上地は、ま
すます自然が減り、ビルなどの大きな建物がた
くさん作られていくのではないかと思います。
　でも、自然はとても大切なものなのです。100
年後の上地が、100年後の人たちにとって住み
やすい環境を残していたらいいなと思います。
平成27年度上地小6年  藤山暖菜さん

　ぼくの家の近くにあったスーパーがなく
なってしまいました。とても不便に感じるので、
100年後の上地には、大きなショッピング
モールなど、便利な施設がいっぱい建つ
といいなと思います。   
平成27年度上地小6年  半田優さん

　100年後の上地の中に、平成の時代を思い
出せるような「上地平成の町」を作ったら楽し
いと思います。
　たとえば、南公園や私たちの上地小学校を
今のまま100年後まで残します。同時に、ビル
などを建てずに緑を増やしていきます。大谷公
園には、木製のアスレチック施設を入れます。
こうして、100年前の平成を振り返ることがで
きる上地、緑豊かな上地の未来が続くといいな
と思います。   平成27年度上地小6年  辻村和里香さん   100年後の上地は、人と人とのつながりを大

切にした、誰とでもコミュニケーションできる
町になってほしいと思っています。
  なぜなら、学区に住む人たちが気軽にコミュ

ニケーションできれば、きっとみんなが
幸せな気持ちで生活できると思うか
らです。そんな未来の上地になること
を願っています。  
平成27年度上地小6年  齋藤優真さん

  ぼくが考える100年後の岡崎は、乗り物が大
きく発展すると思います。岡崎には自動車関係
の工場が多く、交通事故を減少させたいと考
えるからです。
  中でも、岡崎で新たな安全装置が生まれ、「安
全な町」として、上地学区そして岡崎が全国に
名前を知られるようになってほしいなと思い
ます。  平成27年度上地小6年  市丸彰悟さん

  100年後には、上地小学校が今とはずいぶん
変わっていると思います。たとえば、教室や体
育館にはエアコンがつき、床は木ではなくじゅ
うたんになっているかもしれません。
  また、たくさんの建物や遊園地がある町に
なってほしいです。そうすれば他県からもたく
さんの人が来て、もっと上地を知ってもらえる
からです。  平成27年度上地小6年  尾﨑陽菜さん

新
世
紀
岡
崎
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

こ
ん
な
町
に
な
っ
た
ら
い
い
な

　
　 

〜
１
０
０
年
後
の
上
地
〜
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〔参考資料〕　岡崎若松土地区整理組合報告書/上
地第一特定土地区画整理組合報告書/上地第二特
定土地区画整理組合報告書/上地小学校「ふるさ
と上地」/上地（上地学区学校創立十周年記念誌）

〔表紙写真〕　
土地区画整理事業前後の上地学区の航空写真

〔作成委員会〕  朝岡正文/今井敏眞/岩橋可奈子/
海出和則/畔柳真/小浜芳朗/小林武志/佐々木和貴/
杉浦正夫/鈴木孝司/鈴木美智代/高野瀬宏/竹内昭次/
田中正人/豊田恭一/夏目安孝/成瀬忠/兵藤晴保/
松田千秋/三浦国夫/茂刈稔/森田実/八木俊治（50音順）
〔協力者〕  嶋田稔（創作童話）

岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　18  上地学区まちものがたり 発行　2017年１月

　上地学区には文化財も歴史資料も少なく、作成委員会を立ち上げたもののどう作成するのか
悩みました。しかし、上地小学校の開校5年後頃から小学校の教職員の皆さんが校務のかたわら、
学区の自然や歴史や文化などをまとめられた「ふるさと上地」を参考に無事作成することがで
きました。ありがとうございました。

上地の山が動いた! !

uej i

1 9 6 8年（昭和 43）1 9 6 8年（昭和 43）

2 0 1 2年（平成 24）2 0 1 2年（平成 24）

た
い
動
が
山

た
い
動
が
山

!!!!
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□人　口 12,353人
 男性 6,189人
 女性 6,164人
□世帯数 4,803世帯
□面　積 1.97㎢
[2016年7月1日現在]

d ata

山が動く原因となった国道248号と
環状線が交差する上地3丁目交差点
（2016年撮影）

1975年から始まった岡崎上地土地
区画整理事業。大きな建設機械が
山を削っている

3年計画で整備された市営若松荘
が完成し1976年に町内会が発足
する

22 11
1983年4月開校を目指し工事が進
む上地小学校。周囲にはまだ空き地
が多い

33
市内39番目の小学校として岡崎
小・福岡小学校から分離した上
地小学校の開校式

44
1990年には上地小バレーの男女が
全国大会にアベック出場を果たす

1990年から手作りで始まった学区
親子夏祭り。多くの学区民が参加す
る（2013年撮影）

5566
2013年の開校30周年を記念して作っ
た人文字。周囲には住宅が密集して
いる

《学区の昔の地名》

り
な
ど
の
諸
事
業
を
展
開
し
、
融
和
を
図

り
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

 

上
地
学
区
の
特
色

　
１
９
６
２
年（
昭
和
37
）に
岡
崎
医
療
刑

務
所
が
康
生
通
西
か
ら
移
転
し
て
き
た
当

時
、
奥
山
田
池
か
ら
大
谷
池
に
か
け
て
標

高
50
m
を
超
え
る
山
が
連
な
り
、
タ
ヌ
キ

や
キ
ツ
ネ
が
出
没
し
た
そ
う
で
す
。
山
裾

か
ら
西
側
は
田
畑
が
続
き
、
人
家
は
旧
国

道
２
４
８
号
沿
い
に
１
０
０
戸
程
度
あ
り

ま
し
た
。

　
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
に
よ
り

交
通
量
の
多
く
な
っ
た
国
道
２
４
８
号
の

渋
滞
緩
和
を
図
る
た
め
バ
イ
パ
ス
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
用
地
確
保
の

た
め
１
９
７
２
年（
昭
和
47
）に
若
松
地
区

か
ら
土
地
区
画
整
理
事
業
が
始
め
ら
れ
ま

す
。
山
を
切
り
開
き
、
そ
の
土
砂
で
低
湿

地
を
埋
め
大
規
模
な
宅
地
造
成
が
さ
れ
ま

し
た
。
ま
さ
に
「
山
が
動
い
た
！
」
の
開

発
事
業
で
し
た
。

　
日
本
全
国
か
ら
多
く
の
方
々
が
住
ま
い
を

求
め
て
移
転
し
、１
９
８
３
年（
昭
和
58
）

４
月
に
１
２
１
０
世
帯
、人
口
４
３
６
９
人

で
上
地
小
学
校
・
上
地
学
区
が
創
立
さ
れ

ま
し
た
。
以
後
、「
ふ
る
さ
と
上
地
」
を
合

言
葉
に
学
区
民
と
諸
団
体
が
一
体
と
な
っ

て
、
学
区
新
年
交
礼
会
や
学
区
親
子
夏
祭

一
八
八
九
年
▪
明
治
22 

若
松
村
、
羽
根
村
な
ど
5
村
が
合
併
し
、岡
崎
村
大
字
若
松
と
な
る

 

上
地
村
が
福
岡
村
と
合
併
し
、
福
岡
村
大
字
上
地
と
な
る

一
九
二
八
年
▪
昭
和
3 

額
田
郡
岡
崎
村
が
岡
崎
市
に
合
併
、
岡
崎
市
若
松
町
に
な
る

一
九
五
五
年
▪
昭
和
30 

額
田
郡
福
岡
町
が
岡
崎
市
に
合
併
、
岡
崎
市
上
地
町
に
な
る

一
九
六
二
年
▪
昭
和
37 
医
療
刑
務
所
が
康
生
通
西
よ
り
現
在
地
に
移
転

一
九
七
二
年
▪
昭
和
47 

岡
崎
若
松
土
地
区
画
整
理
事
業
が
起
工

一
九
七
五
年
▪
昭
和
50 

岡
崎
上
地
土
地
区
画
整
理
事
業
が
起
工…

一
九
七
六
年
▪
昭
和
51 

市
営
若
松
荘
が
完
成…

 

一
九
七
九
年
▪
昭
和
54 

若
松
地
区
の
町
名
変
更
を
実
施

一
九
八
〇
年
▪
昭
和
55 

岡
崎
若
松
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
成

一
九
八
三
年
▪
昭
和
58 

愛
知
県
岡
崎
勤
労
福
祉
会
館
が
開
館

 

上
地
小
学
校
が
開
校
し
、上
地
学
区
が
誕
生（
上
地
四
区
・上
地
五
区
・
上 

 

地
六
区
・
上
地
八
区
・
若
松
新
町
・
若
松
東
の
6
町
内
会
で
創
立
）…

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

上
地
学
区
市
民
ホ
ー
ム
開
設

 

国
道
2
4
8
号
と
都
市
計
画
道
路
衣
浦
岡
崎
線
が 

 
 

 

区
画
整
理
事
業
地
内
で
開
通

一
九
八
六
年
▪
昭
和
61 

上
地
八
区
か
ら
分
離
し
て
上
地
九
区
を
設
置

 

竜
南
中
学
校
開
校

一
九
八
七
年
▪
昭
和
62 

上
地
学
区
こ
ど
も
の
家
開
設

一
九
八
八
年
▪
昭
和
63 

上
地
四
区
・
六
区
か
ら
分
離
し
て
上
地
七
区
を
、上
地
九
区
か
ら
分
離
し 

 

て
上
地
十
区
を
設
置

 

上
地
小
女
子
バ
レ
ー
が
全
国
大
会
に
出
場（
以
後
、2
0
1
6
年
ま
で
5
 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

回
出
場
。男
子
バ
レ
ー
も
1
9
9
0
年
以
後
3
回
出
場
）…

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

上
地
地
区
の
町
名
変
更
を
実
施

 

岡
崎
上
地
第
一・
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
成

一
九
九
〇
年
▪
平
成
2 

第
1
回
学
区
親
子
夏
祭
り
を
開
催…

一
九
九
七
年
▪
平
成
9 

上
地
五
区
婦
人
自
主
防
災
ク
ラ
ブ
が 

 
 

 
 

 

上
地
地
区
婦
人
自
主
防
災
ク
ラ
ブ
に
改
組

二
〇
〇
〇
年
▪
平
成
12 

東
海
豪
雨
に
よ
り
砂
川
が
氾
濫

二
〇
〇
三
年
▪
平
成
15 

若
松
東
地
区
が
岡
崎
消
防
団
か
ら
福
岡
消
防
団
の
管
内
に 

 
 

編
入
し
学
区
全
域
福
岡
消
防
団
管
内
に
な
る

二
〇
〇
六
年
▪
平
成
18 

南
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
よ
り
な
ん
が
開
館

二
〇
〇
八
年
▪
平
成
20 

平
成
20
年
8
月
末
豪
雨
に
よ
り
砂
川
が
氾
濫

二
〇
一
一
年
▪
平
成
23 

岡
崎
市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー（
旧
岡
崎
勤
労
福
祉
会
館
）が
開
館 

ま
ち
の
な
り
た
ち

 
地
名
の
由
来

◎ 

上
地

江
戸
時
代
に
存
在
し
た
「
菱
池
沼
」
に
対

し
て
台
地
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

◎ 

若
松

矢
作
川
河
畔
に
あ
っ
た
と
い
う
「
若
松
原
」

に
由
来
す
る
と
も
、
門
松
を
領
主
に
献
上

し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

今は使われなくなった旧字名に開発前の土
地の状況が読み取れる

11

22

44

66

55

33・・

上
地
学
区

上地第一

若松

上地第二

18
　
上
　
地
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表
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上
　
地
　
　
年
表
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藤
六
の
お
地
蔵
様

藤
六
の
お
地
蔵
様

上
地

東
緑

道

上
地

東
緑

道

上
地
東
緑
道

上
地
東
緑
道

上
地
西

緑

道

上
地
西

緑

道

展望台展望台

大谷公園大谷公園

大谷下池大谷下池 大谷上池大谷上池

若
松
公
園

若
松
公
園

竜
南
中
学
校

竜
南
中
学
校

岡崎医療刑務所岡崎医療刑務所

かつて「うなり石」があった静山
⇒特集[P.6]「うなり石」の舞台
かつて「うなり石」があった静山
⇒特集[P.6]「うなり石」の舞台

上
地
小
学
校

上
地
小
学
校

上地学区市民ホーム上地学区市民ホーム
上地学区こどもの家上地学区こどもの家

前田公園前田公園

善
十
林
公
園

善
十
林
公
園

大久後公園大久後公園

岡
崎
上
地
郵
便
局

岡
崎
上
地
郵
便
局

じ
ぞ
う
公
園

じ
ぞ
う
公
園

百丈山三善寺
⇒特集[P.7]「雪の上の小さなあしあと」のお地蔵さん
百丈山三善寺
⇒特集[P.7]「雪の上の小さなあしあと」のお地蔵さん

上
地
八
幡
宮

上
地
八
幡
宮

248

26

326

八 新

憩いの緑道憩いの緑道 新

上
地
坂

上
地
坂

上地湿原上地湿原 八

八 新

円
光
山
寂
静
寺

円
光
山
寂
静
寺

八
新

奥山田池奥山田池
八 新

岡
崎
市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

岡
崎
市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

南
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・

よ
り
な
ん

南
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・

よ
り
な
ん

新

ふ
る
里
上
地
像

ふ
る
里
上
地
像

う
な
り
石

う
な
り
石

上地自動車学校上地自動車学校

八

若
松
保
育
園

若
松
保
育
園

矢
崎
公
園

矢
崎
公
園

な
が
ね
公
園

な
が
ね
公
園

327

483

八 新

八 新

砂川砂川

岡崎
衣浦
線

岡崎
衣浦
線

国
道
２
４
８
号

国
道
２
４
８
号

上
地
学
区
は
平
成
28
年
度
で
創
立
34
年
、日
本
全
国
か
ら
や
っ
て
来
た
多
く
の
人
び

と
が
暮
ら
す
新
し
い
学
区
で
す
。

学
区
の
皆
さ
ん
の
思
い
の
あ
る
場
所
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

ま
ち
も
の
が
た
り
マ
ッ
プ

上
地
学
区

   岡崎市総合学習センター
1983年に愛知県岡崎勤労福祉会館
として開館。2010年に閉館し翌年か
ら総合学習センターとして活用

a   奥山田池
灌漑用池として整備された。今は奥
山田池園地として市民の散策の場と
なっている

B   大谷公園
土地区画整理事業で緑地帯として保
存されたエリア。キャンプ場などが
整備されている

c

   大谷公園展望台
公園内に古窯跡があることから勾玉
の形の丘を造成し、「過去・未来を
見据える展望台」として銅鐸をモチー
フに建設

d   岡崎医療刑務所
全国4か所の医療刑務所の一つ。名
古屋刑務所岡崎医療刑務支所として
1962年に康生通西から移転。1971
年に現在の施設名になる

f    ふる里上地像
上地小学校開校・上地学区創立10
周年を記念して小学校に設置された

e   上地東緑道／上地西緑道
土地区画整理事業とともに延長
1.7kmにわたって整備。安全な通学
路として子どもたちが行き交い、また
散策路としても利用されている

g

abc

df eg
   うなり石
かつて吉良道大谷坂の山中にあり、
奇声で旅人を震えあがらせた。現在
は上地八幡宮に移設

jj

   南部地域交流センター・よりなん
2006年の開館以来、多くの市民に利
用されている

ii

   藤六のお地蔵様
もとは浜街道と鎌倉街道の辻に立っ
ていた。現在は「じぞう公園」東に
移設

hh

●  

奥
山
田
池

●  

ふ
る
里
上
地
像

●  

上
地
坂

●  

砂
川

●  

円
光
山
寂
静
寺

●  

百
丈
山
三
善
寺

●  

大
谷
公
園

●  

憩
い
の
緑
道

学
校
・
学
区
創
立
10
周
年
を
す
ぎ
た
と
き
に
一
部

見
直
さ
れ
、改
め
て「
新
上
地
八
景
」
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。 新

上
地
八
景

新 ●  

奥
山
田
池

●  

国
道
２
４
８
号

●  

砂
川

●  

円
光
山
寂
静
寺

●  

百
丈
山
三
善
寺

●  

上
地
湿
原

●  

大
谷
公
園

●  

岡
崎
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学
校
・
学
区
創
立
6
周
年
を
す
ぎ
た
こ
ろ
、上
地

の
由
緒
あ
る
史
跡
や
自
然
景
観
、開
発
目
覚
ま
し

い
都
市
の
姿
な
ど
を「
上
地
八
景
」
と
し
て
学
区
で

選
定
し
ま
し
た
。

上
地
八
景

八
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う
な
り
石

　
む
か
し
の
大
谷
坂
は
、大
き
い
木
が
た
く
さ
ん

生
え
て
お
っ
て
、昼
で
も
薄
暗
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

こ
こ
を
、細
く
て
じ
め
じ
め
し
た
吉
良
道
が
通
っ

て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
年
の
秋
、上
地
の
ご
へ
え
さ
は
、馬
頭
の

村
の
お
祭
り
に
行
っ
て
、夜
お
そ
く
吉
良
道
を
帰

っ
て
き
ま
し
た
。お
酒
を
よ
ば
れ
て
一
ぱ
い
き
げ

ん
で
、鼻
歌
を
歌
い
な
が
ら
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
、峠
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、風

が
ビ
ュ
ウ
ー
と
吹
い
て
き
て
、ち
ょ
う
ち
ん
の
あ

か
り
が
、ぱ
っ
と
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
ち
ぇ
っ
、こ
れ
じ
ゃ
ま
っ
暗
で
、鼻
を
つ
ま
ま
れ

て
も
わ
か
ら
ん
な
。酔
い
も
さ
め
ち
ま
う
な
あ
」

と
言
い
な
が
ら
、急
ぎ
は
じ
め
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、山
の
中
で

「
う
う
ー
。う
う
ー
」

と
、女
の
人
の
う
な
る
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

「
ひ
ゃ
ー
、お
、お
ば
け
ー
」

ご
へ
え
さ
は
、お
み
や
げ
の
す
し
を
投
げ
す
て
、

こ
ろ
が
る
よ
う
に
し
て
、村
へ
帰
り
ま
し
た
。

「
お
、お
、女
の
声
だ
っ
た…

…

」

「
そ
ん
な
ば
か
な
こ
と
が
あ
る
も
ん
か
。お
ま
え

さ
ん
、き
っ
と
キ
ツ
ネ
に
ば
か
さ
れ
た
だ
ら
あ
」

　
村
の
人
は
、は
じ
め
、ご
へ
え
さ
の
言
う
こ
と

を
信
用
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
わ
し
は
、ほ
ん
と
う
に
、女
の
人
の
泣
き
声
を
、

こ
の
耳
で
聞
い
た
だ
」

「
よ
し
、そ
ん
な
に
言
う
な
ら
、お
れ
た
ち
が
行

っ
て
見
て
き
て
や
る
」

　
元
気
の
い
い
若
い
衆
が
三
人
、次
の
日
の
晩
に
、

大
谷
坂
へ
い
さ
ん
で
出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。

　
大
谷
坂
は
相
変
わ
ら
ず
、暗
く
て
じ
め
じ
め
し

て
い
ま
し
た
。ど
こ
か
で「
ホ
ー
ホ
ー
」と
ふ
く

ろ
う
が
鳴
い
て
い
ま
す
。た
い
ま
つ
で
、あ
ち
こ

ち
照
ら
し
て
み
ま
し
た
。

「
な
ん
だ
、な
ん
に
も
お
ら
ん
じ
ゃ
な
い
か
。ば
か

ら
し
い
」

「
ご
へ
え
の
や
つ
、や
っ
ぱ
り
キ
ツ
ネ
に
ば
か
さ

れ
た
だ
な
ー
」

　
こ
う
言
っ
て
帰
り
か
け
る
と
、あ
た
た
か
い
風

が
ふ
ぁ
ー
と
ふ
い
て
、木
の
葉
が
急
に
さ
わ
ぎ
だ

し
ま
し
た
。あ
っ
と
思
っ
た
ら
、た
い
ま
つ
の
火

が
ふ
っ
と
消
え
て
、ま
っ
暗
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

「
う
う
ー
。う
う
ー
」

「
あ
、聞
こ
え
る
聞
こ
え
る
」

　
あ
た
り
を
見
ま
わ
し
ま
し
た
が
、だ
れ
も
い
ま

せ
ん
。

「
お
か
し
い
な
あ
」

「
こ
っ
ち
だ
こ
っ
ち
だ
」

　
声
の
す
る
方
へ
行
っ
て
み
る
と
、い
き
な
り
、黒

い
入
道
が

「
う
う
ー
。う
う
ー
」

と
、声
を
出
し
ま
し
た
。

「
ひ
ゃ
や
ー
、出
、出
、出
た
ー
あ
ー
」

　
若
い
衆
は
、み
ん
な
逃
げ
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ
し
て
、三
人
と
も
、熱
を
出
し
て
寝
こ
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
あ
く
る
日
、村
の
人
が
明
る
く
な
っ
て
か
ら
行

っ
て
み
る
と
、石
が
立
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
、こ
の
石
を
だ
れ
言
う
と
な
く「
う

な
り
石
」「
う
な
り
石
」と
言
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
村
一
番
の
力
持
ち
の
か
ん
す
け
は
、こ
れ
を
聞

い
て
だ
ま
っ
て
お
れ
ま
せ
ん
。

「
な
に
、石
が
う
な
る
。そ
ん
な
ば
か
な
こ
と
が

あ
る
も
ん
か
。お
れ
が
、正
体
を
あ
ば
い
て
や
る
。

み
ん
な
つ
い
て
こ
い
」

と
、こ
ん
ど
は
昼
間
出
か
け
て
行
き
ま
し
た
。

「
な
ん
だ
、た
だ
の
石
じ
ゃ
ね
え
か
。う
ち
の
庭

雪
の
上
の

 

ち
い
さ
な
あ
し
あ
と

　
少
し
昔
の
お
話
で
す
。上
地
の
村
に
平
エ
門
さ

ん
と
い
う
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。平
エ
門
さ
ん

は
、い
つ
も
い
つ
も
、三
善
寺
の
お
地
蔵
さ
ん
に

お
参
り
し
て
い
ま
し
た
。

「
ど
う
か
、今
日
も
一
日
、じ
ょ
う
ぶ
で
働
け
ま

す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
」

「
今
年
も
地
震
や
火
事
が
起
こ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。

ど
う
か
、上
地
の
村
に
悪
い
病
気
が
は
や
り
ま
せ

ん
よ
う
に
、お
願
い
し
ま
す
」

　
雨
が
降
っ
て
も
、風
が
吹
い
て
も
、忘
れ
ず
に

お
参
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
年
の
冬
の
こ
と
で
す
。そ
の
年
は
い
つ
も

よ
り
寒
く
、冷
た
い
風
が
よ
く
吹
き
ま
し
た
。

「
ば
あ
さ
ん
や
、今
夜
は
ば
か
に
冷
え
る
な
あ
」

「
そ
う
で
す
ね
え
、お
じ
い
さ
ん
。黒
い
雲
が
出
て

き
た
か
ら
、雪
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
え
」

「
こ
ん
な
晩
は
、早
く
寝
る
に
か
ぎ
る
」

　
平
エ
門
さ
ん
は
、い
つ
も
よ
り
早
く
布
団
に
も

ぐ
り
こ
み
ま
し
た
。お
ば
あ
さ
ん
も
、戸
締
り
を

た
し
か
め
て
、や
す
み
ま
し
た
。遠
く
の
方
で
、

「
ウ
オ
ー
ン
、ウ
オ
ー
ン
」

と
、の
ら
犬
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。そ
れ

か
ら
、ど
の
く
ら
い
眠
っ
た
で
し
ょ
う
。ど
こ
か

で
呼
ぶ
声
が
し
ま
し
た
。

「
平
エ
門
、起
き
て
み
よ
。平
エ
門
、起
き
て
み
よ
」

　
お
じ
い
さ
ん
は
、眠
い
目
を
こ
す
り
ま
し
た
。

（
だ
れ
か
が
わ
し
を
呼
ん
だ
よ
う
だ
が
、こ
ん
な

夜
中
に
呼
ぶ
は
ず
が
な
い
な
）

　
平
エ
門
さ
ん
は
、そ
う
思
っ
て
、ぐ
っ
す
り
眠

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。す
る
と
、ま
た
、

「
平
エ
門
、起
き
て
み
よ
。平
エ
門
、起
き
て
み
よ
」

　
夢
か
ほ
ん
と
う
か
、よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。で

も
、こ
ん
ど
は
起
き
上
が
り
ま
し
た
。

「
ば
あ
さ
ん
や
、今
、だ
れ
か
が
わ
し
を
よ
ん
だ

よ
う
だ
が…

…

」

「
い
や
で
す
よ
、お
じ
い
さ
ん
。子
ど
も
み
た
い

に
寝
ぼ
け
て…

。こ
ん
な
夜
中
に
だ
れ
が
呼
ぶ
も

の
で
す
か
」

「
そ
う
だ
な
あ
。そ
れ
に
し
て
も
、た
し
か
に
聞

こ
え
た
が…

…

」

　
そ
う
言
っ
て
、お
じ
い
さ
ん
は
、そ
っ
と
、雨

戸
の
す
き
間
か
ら
外
を
の
ぞ
い
て
驚
き
ま
し
た
。

「
火
、火
だ
ー
」

「
え
？
あ
あ
あ
、火
、火…

…

。灰
小
屋
が
ま
っ
か

…
…

」

お
ば
あ
さ
ん
は
、腰
を
抜
か
し
そ
う
で
す
。

「
ば
あ
さ
ん
、水
、水
だ
」

　
お
じ
い
さ
ん
は
言
う
が
早
い
か
、は
だ
し
で
そ

と
へ
飛
び
出
し
ま
し
た
。庭
の
す
み
の
か
め
か
ら
、

手
桶
に
水
を
汲
ん
で
、い
き
お
い
よ
く
火
に
か
け

ま
し
た
。

　
ジ
ュ
ー
、ジ
ュ
ー
、ジ
ュ
ー
、ジ
ュ
ー
。

「
そ
れ
、も
う
少
し
だ
、ば
あ
さ
ん
。水
だ
、水
だ
」

　
火
は
、白
い
煙
を
あ
げ
て
、間
も
な
く
消
え
ま

し
た
。

「
あ
あ
び
っ
く
り
し
た
」

「
も
し
、知
ら
ん
で
お
っ
た
ら
、母
屋
ま
で
火
が

付
い
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
た
ね
え
」

「
そ
れ
に
し
て
も
、ふ
し
ぎ
な
こ
と
が
あ
る
も
の

だ
。わ
し
を
起
こ
し
て
く
れ
た
の
は
、い
っ
た
い
、

だ
れ
だ
ろ
う
」

　
朝
、起
き
て
み
る
と
、あ
た
り
一
面
ま
っ
白
な

雪
で
し
た
。

「
お
じ
い
さ
ん
、お
じ
い
さ
ん
。ほ
ら
、雪
の
上
に

石
に
ち
ょ
う
ど
い
い
。ほ
っ
て
運
ん
で
い
こ
う
」

「
そ
ん
な
こ
と
、や
め
た
ほ
う
が
い
い
ぞ
」

「
な
に
、か
ま
う
も
ん
か
」

ざ
く
っ
と
く
わ
を
入
れ
た
と
た
ん
、石
が

「
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
」

　
か
ん
す
け
は
、く
わ
を
ほ
っ
ぽ
り
だ
し
て
に
げ

て
帰
り
ま
し
た
。見
て
い
た
人
た
ち
も
、真
っ
青

に
な
っ
て
か
け
出
し
ま
し
た
。

　
か
ん
す
け
も
、や
は
り
わ
け
の
わ
か
ら
ん
病
気

に
な
っ
て
、寝
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、村
の
衆
は「
神

主
」さ
ん
に
た
の
ん
で
、お
が
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、う
な
り
声
は
ぴ
た
り
と
と
ま
っ
た

そ
う
で
す
。そ
れ
で
も
大
谷
坂
を
通
る
と
き
、気

持
ち
が
悪
い
の
で
、こ
の
石
は
上
地
八
幡
さ
ん
へ

運
ん
で
き
て
、す
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の「
う
な
り
石
」は
、今
で
も
上
地
八
幡
さ

ん
の
け
い
だ
い
に
あ
り
ま
す
。

だ
れ
か
の
足
あ
と
が
つ
い
て
い
ま
す
よ
」

「
お
や
、こ
れ
は
小
さ
い
子
の
足
あ
と
だ
。お
か
し

い
な
、孫
の
八
百
吉
が
起
き
る
は
ず
が
な
い
し
」

　
そ
う
言
い
な
が
ら
、お
じ
い
さ
ん
が
、小
さ
な

足
あ
と
を
た
ど
っ
て
行
き
ま
す
と
、三
善
寺
の
方

へ
続
い
て
い
ま
す
。

「
お
や
お
や
、こ
ん
な
方
へ
行
っ
て
お
る
が…

…

」

　
足
あ
と
は
、三
善
寺
の
お
地
蔵
さ
ん
の
前
で
消

え
て
い
ま
し
た
。お
じ
い
さ
ん
は
、は
っ
と
気
が

付
き
ま
し
た
。（
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）と
、な
ん
べ
ん
も
お
が

み
ま
し
た
。

　
で
も
、お
地
蔵
さ
ん
は
、い
つ
も
の
よ
う
に
や

さ
し
い
お
顔
で
立
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

「
ば
あ
さ
ん
や
。ゆ
う
べ
、わ
し
を
起
こ
し
て
く

れ
た
の
は
、あ
の
お
地
蔵
さ
ん
だ
っ
た
よ
」

「
そ
う
で
す
ね
え
、お
地
蔵
さ
ん
が
火
事
を
教
え
て

く
れ
た
の
で
す
ね
え
。あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
よ
」

　
お
じ
い
さ
ん
は
、子
ど
も
の
平
一
さ
ん
や
、孫
の

八
百
吉
さ
ん
に
、い
つ
も
こ
う
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
わ
し
の
家
は
、三
善
寺
の
お
地
蔵
さ
ん
に
助
け

て
も
ら
っ
た
で
な
あ
。お
礼
に
、お
ぶ
く
ろ
さ
ん

を
あ
げ
る
こ
と
だ
け
は
、忘
れ
て
く
れ
る
な
よ
」

　
そ
れ
か
ら
、い
つ
も
、地
蔵
さ
ん
の
祭
り
に
は
、

お
ぶ
く
ろ
さ
ん
と
し
て
、お
米
を
一
升
あ
げ
て
い

る
そ
う
で
す
。

＊
こ
れ
は
、上
地
町
の
畔
柳
八
百
吉
さ
ん
が
、子
ど
も
の
こ

ろ
、お
じ
い
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
を
も
と
に
し
た
も
の
で
す

山
が
動
く
前
の
上
地
の
風
景
や
人
々
の
暮
ら
し
が
垣
間
見
え
る
話
が
、

「
創
作
童
話
」
と
な
っ
て
今
も
学
区
に
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

上
地
の
む
か
し
ば
な
し
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